
 

www.upsidejapan.com 
  ¦ ホーム ¦ UPSIDEについて ¦ UpsideToday米国版 ¦ 

 ¦ コラム ¦ ビジネスモデル ¦ 注目の企業 ¦ キーパーソン ¦ 業界動向 ¦ アジア最新ニュース ¦ ITな暮らし ¦ 

 
 
 

 

 

 
 

注目記事 

・MSNが音楽配信サービスに

参入!  
・ネットのコンテンツで金は取

れるのか?  
・マイクロソフトがトランスメタと

提携!  
・iモードがアメリカにやってくる! 
 
・ハイテク株よ、底の底まで落

ちてくれ  
・略語の山に埋もれたB2Bマー

ケット  

 

デジタル用語辞典: 
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Upside Japan / コラム 

誰か日本の顔いない? 

中村伊知哉＠LANTIC【第4回】 
 
1999年2月1日 

カネ、カネ、カネのアメリカ人投資家 

 サンフランシスコの会合で、みんなでいろんなウェブのコンテントをきげんよく見てたときに

ね、隣にすわったヤツがね、典型的なアメリカ人で、投資家だそうなんだが、あそこのサイト

はいくらもうかったとかこのベンチャー案件はいくらになるとかいう話ばかりするんだ。私みた

いに美しいかどうかだけで好きキライを決めるのも極端かもしれないが、1分に1回「マネー」

って言うヤツもヘンだよ。美しくないね。 

 そいつがね、そいつがね、お前どこの会社だって聞くから、役所やめて学者になったんだっ

て言ったら、そりゃわたしゃマネーにゃ遠いかもしれないけどね、プイと横むいてゲップしやが

ったんだよ。アメリカのゲップはオナラと同じだぜ。ナニさらすんじゃオンドリャどついたろか、

って言ってやったぜ。関西弁でな。ニコニコしながらな。小声でな。ナニ言ったかわかんない

ように。だって大男なんだもん。 

 その男、しばらくしてから、日本のテレコム市場は規制が強くて入り込めないって言うんだ。

お前は私がさっきの会議で日本は電波の規制も含めて外資規制を撤廃したって発言したの

を聞いてなかったのか？ そういうセリフは自分の国の規制を撤廃してから言え、って理屈を

言ってもわかんないだろうから、ネコでもわかるように今度は英語で大声で言ってやった。日

本に入り込みたいなら日本語しゃべれ。 

※ 外資規制の撤廃：日本は、'98年2月5日に発効した“サービスの貿易に関する一般協定の第四議定
書”を受託。これはWTOの基本電気通信分野における中核をなすもので、この議定書には“自由化約
束”が付帯している。 
 

以下は、通信白書平成10年版からの引用。 
 

 我が国は、基本電気通信合意を踏まえ、合意の発効に合わせて、第一種電気通信事業者(NTT､KDD
を除く。)につき、無線局免許を含め一切の外資規制を撤廃した。基本電気通信合意の発効により、開発
途上国も含め、自由化が電気通信分野の基本原則として確立された。今後競争の促進を通じて、各国
においてサービスの多様化、料金の低廉化等が促進されるとともに、経済全体の発展にも大きく貢献す
るものと期待される。（太字は編集部） 

カネと競争の20世紀、美と協同の21世紀 

 メディアの話になるとよ、アメリカの企業はよ、マネーマネーって言うんだ。アメリカの政府は

よ、競争競争って言うんだ。わかったよお前ら強いよ正しいよ。だけど、情報社会っていうの

はちょっと違うんじゃないの？ 社会や文明がガラッと変わるってのはお前らが言い出したん

じゃないの？ 

 マネーとか競争とかいうのは20世紀なんですよね。21世紀のネットワーク社会は、経済以

外の、たとえば文化とか表現とか美とかが価値を復活させるでしょうし、競争以外の、たとえ

ば連携とか協同とかが大切になるでしょう。 

 つまり、アメリカ的な経済至上主義はそろそろ限界だし、ウィンテル的に1社が一人勝ちする

90年代のパターンも長続きしません。だって、そんなの世界にとってしんどすぎるし、水平分

業の細分化にも限度があるし、だいいち今のキッズの価値観とは離れているから。ネットワ

ーク社会としての知恵が働いて、変えていきますよ。 

※ ウィンテル(Wintel)：“Windows＋Intel”の造語。Windows(OS)とインテル製CPUを搭載しているPCのこ
と、もしくはマイクロソフトとインテルの2社独占による蜜月期・覇権主義を意味する。しかし、近年はAMD
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製CPUを搭載したPCが増え、またインテルのマイクロソフト離れも伝えられるなど、Wintelはすでに過去
の言葉になりつつある。  
 
※ 水平分業：大雑把に言えば、付加価値の高いものは先進国で生産し、低いものは途上国で生産する
ということ。アメリカ的経済至上主義のもとでは、競争に勝つことで高付加価値の産業を国内に呼びこめ
ば、自然と水平分業が達成されることになる。  
 

政策はいいのに主張ベタな日本 

 そういう話って、ホントは日本からしてあげればいいんですよね。だけど日本は役者がいな

い。日本って、けっこういい意見言ったりするんだけど、話す“人”にインパクトがなくて損する

ことが多い。 

 アメリカもヨーロッパも、アジア諸国も、メディアの政策って、大統領や首相クラスがアナウン

スするからパンチが効くんですが、日本は役人が作った文書を政治家が棒読みするばかり

で、それはそれで安定したシステムなんだけど、バシッって言ってやるときには弱いんですよ

ね。だれか顔になる人いませんか。 

 そうだ内海さんがいるじゃないか。国連の国際電気通信連合(ITU)の全権委員会議が昨秋

ミネアポリスで開かれて、日本国郵政省の内海善雄さんが事務局長に当選したんですよ。知

ってる？ たいへんなことなんですよこれは。 

※ 国際電気通信連合(ITU)：国連の下部組織。自宅から世界中どこにでも電話を掛けられるのは、ITU
が電話の規格を世界中で統一しているから。ISDNも、元を正せばITUが定めた規格である。ちなみに日
本はITUの分担金を世界で一番多く拠出している(年7億円以上)。  
 
※ 内海善雄氏：'98年10月20日、米ミネアポリスで開催されたITUの事務総局長選挙において、東南アジ
ア圏からの候補者として初めて次期事務総局長に選出された。この2月から4年間、ITU本部のあるジュ
ネーブで任に就く。  
 

ポップ、それが日本の生きる道 

 私が郵政省に入ったとき、電気通信自由化の直前、その最前線のデータ通信課という部署

に配属されて、その課長が内海さんだった。私の最初の師匠です。でもやっぱだめだな。ITU

事務局長って違うもんね。日本の顔じゃなくて世界の顔だもんね。日本のことなんか放っとい

て、人類全体のために仕事してもらわなくちゃいけないから。 

 じゃあ誰かな、世界にタメはれる人って。坂本龍一さん、宮崎駿さん、押井守さん、マリオの

宮本茂さん、バーチャファイターの鈴木裕さん、うーん思いつくのはポップな表現の分野の人

だけだなあ。まあ日本は今そこでしか生きてないもんねえ。 

 ってことはあれか。ピカチュウやソニックにやってもらえばいいってことか。 

※ 宮本茂：ポール・マッカートニーにサインをせがまれた、(多分)唯一の日本人。 
 
※ ピカチュウ：アメリカ版の『Pokemon』でも、Pikachuという名前で登場。本当はネズミポケモンだが、
CNNのニュースでは“イヌの一種”と紹介されていた。 
 

中村伊知哉 
プロフィール 

マサチューセッツ工科大学 客員教授 

'61年生、京都市出身。京都大学経済学部卒。 

在学中はロックバンド“少年ナイフ”のディレクターで活躍。 

'84年、郵政省入省。'93年からパリに駐在し、'95年に帰国後は郵政大臣官房総務課課長補

佐を務める。'98年、郵政省を退官し、(株)CSK特別顧問に就任。同年、マサチューセッツ工

科大学 客員教授に就任。 

著書に『インターネット,自由を我等に』（アスキー出版局）などがある。趣味は、ずばり“メデ
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中村伊知哉＠LANTIC【連載リスト】 (http://www.upsidejapan.com/upside/column...)  

(中村伊知哉)

ィア”。 

ホームページ：http://www.media.mit.edu/̃ichiya/jpn.htm  

(C)Hajime Anzai 
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